
利用研究員である森治 ･和田久氏らとともに足沢および

克滋が参加した｡

昭和49iFLRより向う10ヶ年問の青森営林局下北地域施

業計画区,節2次地域施菜計画の策定に当って,下北半

島のニホソザル生息地 (研究林予定地)が含むべき施策

要件について意見を求められ,数次にのぼる参考意見の

具申と調淡がおこなわれた｡

下北研究林地域のニホソザルとその生息地の森林の保

全のための逃出的条件を把垣するため,森林経営学 ･森

林生態･17:･盟艮抗生腿学の協同作業として,下記のよう

な内容の払拭調査を本年度から開始した｡

下北半伽 こおける森林施業がブナ ･ヒ,:林生態系に及

ぼす膨掛 こ関する研究

1. 萩林地菜とブナ ･ヒ/:林の動態分析

四手非綱英 ･捉 利夫 ･森田 学

荻野和彦 (以上,京大 ･放)

ここでは,森林施菜とりわけ択伐施菜の対象となっ

たブナ ･ヒ','林の動態を生態学的 ･経営学的に考祭す

る｡このためいくつかの林分において,①施業前 ･施

:B級の,林分桝班の変化を分析し,比校枚討するとと

もに,⑳過去における他罪内容について,技術史的見

地から9fJ･劣ちな加え,現在の林分鵬迄などのように規定

しているかな明らかにする｡

2. 試林旭光とニホソザルの生活維持

311' 滋 ･和田一雄 ･杉山串丸

足沢Iri成 (以上,霊長研)

ニホソザルの行動田金城にわたり,それぞれの群れ

の出LT;･梯-Jtな分析し.森林施業にともなうブナ ･ヒ,:

林の桝氾7変化のもとで,ニホソザルの生活がどのよう

な比;昏なうけ るかな, ① 個体群動tLB.との関連に おい

て,②吐7.7;･封塊としての林分などのJ:うに利用するか

などの点な.柑 こ明らかにする｡

(川村俊蔵 ･加滋)

大 学 院 学 生

昭和48年度における京都大学大学院理学研究科動物学

専攻霊長析学分科の学生,指串教官および研究テーマは

つぎのとお りである｡

氏名 学年 指導教官 研 究 テ J マ

波辺邦夫 M2 川村俊硫 ニホソザル個体間の反銃関

係と介入行動一福井県だ'石浜

町苛海A群について

佐瀬 俊 M2 河合雅雄 ニホソザル自然群のオスの

生活史一特にオスどうしの

結びつきに焦点を合わせて

雫石邦義 Ml 川村政攻 究中国山地における哺乳抗

の分布と保誰 (川村俊放 ･

和泉剛と光岡)

菅原和孝 Ml 河合雅雄 ニホソザル自然抑 こおける

個体関係より見たオスザル

の周辺化の過程の解析一特

に態度の閃Efiを小山として

松村道- Ml 久保田耽 盟長現の随意迎動の制御に

おけるシナプス扱f+枠の解析

所 内 談 話 会

昭和48年度には所内談話会が5回開催された｡以下に

その概要を記す.

節1回 1973年5月9日(水)

｢イン ド霊長煩調査隊帰国報告｣

杉山串九 ･和 田一雄 ･小山砥粉

1972年8月から1973年2月までの約6ケ月間,訳者ら

はイソ ド各地で狭舟猿抗の社会生態学的および動物地理

学的な研究を行なったのであるが,その研究の枕班がス

ライドを使用して発衷されたO杉山及び和四は主として

標高 2,00Omのクマオソヒマラヤ山麓のツムラか (1,eIに

ハヌマソラソクールとアカゲザルの調充を行ない.小川
はイソ ド中西部のマカク践2校 (アカゲザルとポソネッ

トザル)の分布の調査を行なった｡

節2回 1973年10月1日(月)

｢動物お よび人 間の性行動｣

朝 一山 新 - (日*性独習協会)

訳者は,大阪市立大学名誉教授であり,日本性教育協

会常務理郎であるが,"日本のキソゼー"と呼ばれている

ように,性の研究に関して深い洞察限な持った発生学新

である｡動物と人間のちがいな,性行動という視点から

お話いただいたのであるが,特にヒトに近いサルの研兜

をしている当研究所には,以前から強い関心を持ってお

られたとのことである.なお同時に上映された映画のタ

イトルを下記に掲げておく｡

1. Ànimalcomposite'(キソゼー研究所)

2. Èndofterm'(キソゼ-研究所)

3. S̀amlag'(スウェーデソ性教育協会)

4. P̀remiersjoursdelavie'(フラソス)

節3回 1973年12月6日(木)

｢精子形成の kinetics- 午,ミンクからサル

へ｣

･千 葉 敏 郎
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mL托rflでrI.庁 が形成される過程 (fJT･子形成)は,r11即

細胞,mfl!細胞.rrL子細胞の各世代rJ7細胞の.締接な

協rL'･m:川によって田まれているoこの協同爪繰を全体的

に把脱し,それを延爪的に郎析しようとする))'法話佃の上

に成り立つ学問飢城は,杓子形成の kineticsと呼ばれ

ち.動物相別にみた切合.桃子形成の kineticsな変化

にはかなり大きい和迩が見出されるが,粥にヒト,析人

位のそれは.他の動物とは大いに様相をタかこする.

｢烈引け ジア地域 (タイ ･イン ドネシア)にお

ける日然環fftと人間行動についての報告｣

浅 野 俊 夫

訳抑土,1973年7月から9月まで,約2ケ月間にわた

って,タイ. イソドネッアの凸民の意識調禿を行なっ

た｡これは京都大学穴南アジア研兜セソクーによる氾外

学術調査に一隊貝として参加したものである.比較的抑
概施設のととのったところで働き,米を換金作物にして

いるタイの放民は,一部を除いて米を換金作物にしてい

ないイソドネッアのE%民にくらべて,忠誠としては動地

に働いているのに収入が少ないと感じているという邦味

深い結果が出た.これにはクイの凸民の′ト作串のrSさが

関与しているらしいのだが, タイでもイソドネシアで

ち,収入の多い村にはたくさんの消雪で物汗が入ってきて

おり,忠誠のうえでは現在の収入にW.足している人々の

1H'lJ合は少ない. (氾外との交流のgiを旧)

郡4回 1974年1月17日(木)

"BehavioralfactorsinadaptationofAJ)-

1ysiadacLylomela."

E.Tobnchl)(アメ1)カ自然史博物郎)

択却 土,アメ1)カ自然史博物即動物行動馴-rJの cumtor

である. 1964年以来,マイアミの北 ビミニFTJにあるラ

ーナ～海拝研究所で,アメフラシの情動行動やml本のJlUi

応の研究を行なってきた｡アメフラシは,雌排同体でそ

の生活史はよくわかっていない｡卵や幼生の問は他の動

物によく食べられるが,オトナになると捕食者がいなく

なる｡Wl-3･の興味は,このオトナになるまでの "適応''

にある｡そこで側足の部分に安全ピソでリボソをつけ,

これを例日.'識別の手がかりにして,いつどこでこのアメ

フラシ.な見るかな研究所の前の潟で調査した｡研究適期

は.ハ1)ケーソのこない1月から7月であった｡これま

で多くの研究者が,外的刺汲ではなく糊の干満状態で動

くと･25･えていたのに,実際は糊の流れに反して動く先性

を持ち,般7.11口300mも移動することがわかった｡!E

I)日米料･II':協力耶菜による外同人研究員 (対応 :心Pj!
研究部門)｡

に他の動物相にナマコに反応して動くことがわかった｡

つまり動きの遅いナマコは,伏湖になると搬皮動物特布

の和披(holotllurin)を故山し,他のナマコはこれを感

じとってJ':S糊の切所を知るのであるoそして火映虫での

分析から,この指が水imこ入ってくるとその中にいた爪

は死に, アメフラシはIIJ'J.い綾な故山することがわかっ

た.そしてアメフラシとナマコとが.同じような吐腰的

切掛 こいることから.ナマコに反応してT.'㍍別の所へガは

ることによって,-T･柁Lになることから吐きのぴること

ができることが明らかにされた｡

第5回 1974年2月27日(水)

｢7'ッシ ,.マンの生活 と社会｣

田 中 二 郎

訳者It,1967･68年の約1回調査 (｢ブ ッシュマソ｣

恩索杜.1971)と1971･72年の第2回調査によるプッシ

ーマソの生態と社会について話題を蛇tJなした｡田河;カラ

-1)砂淡で托･1Aと狩猟の生活をしているプッシュ-1ソと

ともに姓m･したリ3蛇の記録が.カラースライドを流して

所Elに伝えられた.なおこの成穴の一円;は,生三倍字訓鵬

25｢人mの生協｣ (非立山版,1974)にまとめられてい

る｡ (小LJlTrL'htl･托il-t孝.･苅)

6.海外との交流

1) 外国人研究員のうけ入れ

m不Il1㍍F･収に行なわれた外何人研究貝による研究はつ

ぎの3作であった｡

新寄切両におけるニホンザルの社会的反応

E.Tobach(アメt)カ自然史博物即)

研究期間 :48年-6月～7月,48年12月～491r･3F7

11回日の時には,JohnJ.Beatty(プル.;ク1)ソ大 ･

人現)が,2回日には M.Kirsch(べ エソトソ大学生:)

が同行し,同研究に参加した.日米側では宝伏約-71がこ

れに協力し,南雲純治･三戸サツヱ･牧野俊夫 (以上,

霊長研),高橋JlFi- (京大 ･文 ･心班'-tIu:I:i:iE)が馳岬を

加した｡

研究の目的は,ニホソザルの郡れの生Ul･の均に/A:じた

変化に対する脚 本の灰応が,グルーブの社会的tLTi動の小

でどんな忠味をもち.どのように変容していくかな知る

ことであり,二つの税部の切がmいられた.

約1には,D.F<研.約2放飼切のヤクザル191匹のグル

ーブに,新しい糾切と,大きながt)解顎詩の焚犯されたも

の4佃が与えられた.応と初は,より同定した対象に対す

るオトナの個別的な接触反応が,野外上りは室内で多く
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ちられ,急速に減少した.しかし,これらのオトナの反

応を媒介にして接近したコドその反応は,次抑こアカソ

ポ･コド七･限られたオトナを含むグループの遊戯的活

動に蒐供し,この帆如t,かれらがより多様に利用しう､

る対象に対して顕著に現われた.

約2には,率応の鯨料 こおいてサルの只を拭食する行

動な脱劣弓したのも,大泊りの浜に,サツマイモと貝を入

れたコソテナーをプi放的に設圧し,それらに対する群れ

の反応な奴't.-!した.短期間のため予備的な賃料を得たに

すぎないが,flを採食する行動は,予想以上に広くかれ

らの址は･.こ定1̂･しているようである｡ (窒伏靖子)

毘長矧 こおける血縁淘汰 (kin-Selection)の

研究

J.Kurlandl)(-ーバード大 ･人Wl)

研兜3gJETq:47年10月～48年8月

社会性比出 (脱細Wl)の研究を基掛 こ捉出された社会

日払 こよる山繰細汰の-ミルトソ理約を,盟共析社会に

迫川する目的で.各メソ':-の血縁鵬係の明らかにされ

ているニホソザル自然郡として,泣空ミ郎米原町盟仙山の

耶九で枕't.liによって社会行動を記録したo

弧/r:-ー':-ド大ギ:において托料を娯酔 いであるが,

上訂正n料の朋抑こよって祉全行動の血縁偏向性を明らか

にするとともに,皿Iと抗が社会生活 (Jj!団生活)をする

射 qとそのLI三-ll'･上の悲衣を明らかにするはずである｡

(軌 ll串丸)

この他,ll.S.Grew.112)(パソジャブ大)が49年･3月よ

I)fl.紺三.5OII'･3)ほ で ｢D_F<班の生,fElと進化に関する研

兜｣な行なう-予妃.

2) 海外における所員の研究

mtlH81F'･比における所員の拍外出張は8件,11名であ

る｡以下はLIIlrq披上せられた報告 ･感想である｡

エチオピア高地におけるゲラダヒヒのテレメト

リ法を用いた生態学的社会学的研究3)

河合雅雄 ･大沢秀行 ･森 栢代

山粥肌H】:48年5月～49年3月

山 ･;R先 ;エチオピア･ケニア･クソザニア･仏領ア

77-ルイヅサ

旧称191r15月末より約10ケ月間,エチオピアで〆ラダ

ヒヒの野外研究を行な ったので,調査の概略な報告す

る｡メソ':-は河合雅雄を隊長とし,森梅代 ･大沢秀行

I)外riJ人研修員 (指導教官 :河合雅雄 ･杉山率丸)

2)t】米田放外国人田学生 (指導教官 :杉山率丸)

3J48'irl庇科研費 (海外学術調査)による.

(以上,霊長研),岩本俊夢 (九大 ･理･動物)の4名｡

生物社会 ･行動 ･個体群生態 ･生物経済などの側面を分

担してアプローチしたo

ゲラダヒヒ (TeTOAiLhecusgeEada)はその社会梢出

(haremとherd)や食性 (seed-eater)などの点から1.H'･!･

なヒヒとして注目され,野外研究の詳細が待たれていた

概である｡このヒヒの分祁城は,エチオピアの2,500-

4,α氾m の高原に限られ,しかもそのiE息地の大部分は

人間の手の入った地域である｡私通の調禿もまずフィー

ルドさがLに苦労した.さいわい,首都から遠く離れた

Semien山塊 (標高4,αX)m)の促進区によいフィールド

を見つけ.2日間の馬旅の後に調査地入りした｡ゲラ〆

ヒヒは台地状高原の端の絶壁に寝泊りし,猫は缶地上で

迩動採食を行なうo調査は前半雨期の問,宗と唱に悩ま

されたが,サルのほうも1ケ月もすると私達に依れ,そ

の彼は調査はJln調に進んだ.約700双 (4herds)を対象

に,うち270頚 (3herds)の個体識別,社会行動･拭食

活動の祝祭,テレメト1)-ワーク,社会変乱 個体郡動態

などの仕郡を行なうことができた｡調査の成JRのうち,

harem中に成雄が校数いることがあり,それが社会変動

のカギを振っていることがつきとめられたこと,herdの

構造があきらかになったことなどが大きな収松としてあ

げられるが,その詳軌 その他の括弧については柄を改

めたい｡

今回のエチオt='ァでの調査は,条件に,liLまれ,lUJ紺以上

の成JLLを得られたと侶じているOいっはう,このような

条件のよさは,欧米研究老にも日をつけられ.Kummer,

Cr∞kなどが,今年･もユチオt=.アに調査隊を出すようで

ある｡ゲラダヒヒの仕非も,ここ2･3咋が勝久のよう

である｡ (大沢秀行)

7マゾン上流域広鼻投に関する学術調査

西郁流通 ･淡辺 毅

出張期間 :48年10月～49年3月

出 張 先 :コロソビア

私達の調査隊の名称は,｢日本モソキーセソクー的二

次アマゾソ上流域 ･広舟泣析学術調査隊｣である.隊穴

が日本モソキ-セソクーの伊沢紘tE,隊貝は金沢大学の

旦見信生と霊長桝の酉邸,渡辺の4名で榊成された隊で

ある｡

アマゾソというイメージは恐らく一人一人で迎うだろ

うo勿論私達が調査した地域はアマゾソのごく一部であ

り,それだけでアマゾソな諭ずるのは無茶というもので

･あるが,私達の位かな経故によっても.行くTlitと按では

イメージを一変させられた｡結論なのべてしまえば,忠

外と危険は少なく,食物はうまいし,ただ一つの那な除

くと快適とも言える生活を送った｡その一つのごととい
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うのは."ムシー'であるO揃いムツ,作いムツ.村仲の知

れないムシなど,数え切れない群のムシ迫がいる｡-チ

にはすべての隊口がやられた.四心;と池辺は一晩ア1)め

火郡に坦われ肝を冷した｡伊沢と皿兄はサソリにやられ

たoLかし柿さはすこし北伐すればおさまるが.おさま

らないのは作さである.ブト,カ,ダニなどそれぞれ放

和研いるが,TT･'.さの王掛 ミグェであった｡その作さは経

放二mこしかわからない,まさに頂舌に尽しがたいもので

ある｡

:.'(.:労は多かったが,調査はILUi調におこなわれた｡その

成別の一円'Jは.すでに ｢モソキー｣vol.18-1に発表され

ている｡711./ソ河流域の大森林での野生広舟猿抗の調

光は.ほとんど皆無といっていい.調査には敏和な体力

も要求されるが,今回の調査をささえたものは,何より

も未知の自然に対する好奇心だったような免がする｡

(波辺 毅)

東南アジア亜熱帯の自然環境が人間の桔活動

に及ぼす影響に関する調査研究1)

牧 野 俊 犬

山張期間 :48fF･7J1-9A

出 張 先 :タイ･イソドネッア

1973年7F716円より9J13口まで約50日即応 邦大学jJt

何アジア研究セソクーの抑外fl'.1術調禿｢烈rrrlアジアにお

ける白然環境と人nllF.･動｣に参加し,社会班の-flとし

て.朽R･:;I:孔 社会人m･､7:の研究許と非同で,タイ円,:

ソコク郊外の3つのCM･Jとイソドネシア剛 一部･}ヤワの

3つのf!村で,米作r<Tiを小心に戊民の意識調Hj:な行な

って来た｡

この調禿活動を通じて,私自身,幾多の文化的衝撃を

経駅し, 自分の行動校式,価偶紋等のほとんどすべて

が,自分の育った環境によって作り上げられたものであ

ることを痛感した.調禿巾は,村穴さんの家に泊り,彼

等と生活を共にしたが,見Wきすることの大半が.日本

の教育過程,新聞,ラジオ,テレビの報道で得た私の知

識とは大近いであり,特にタイ同に対する耽 一々般日本

人の知識は,誤りだらけであった.

例えIf,叔近新聞等でタイ,イソドネッアの対n感m

がとやかく云われるが,"対日感怖"という概念そのもの

が梓めて円木的発想のようであるoタイで村F<さんに玉

木耶作のことな知っているかとたずねたところ,ラジオ

で閃いて知っていると答えたので,日本人に対する倍皮

についてr杓うと,｢玉木は恋いことをして金をもうけた

のでいけない｡rl*人全部が恋いわけでもない｡お前が

どのように折るまうかで決まる｣と言って笑っていた｡

I)481F一皮料't/u:研究珊 (海外学術調査)による.

mrTl按.田中-LTmの訊問があり.新関報道を注意して

説んでいたがタイの学址のTIm及び変求は,日本企菜一

般に対する批､川ではなく,どの企I実がどういう点で恋い

かな一 指々摘していたにもかかわらず,首相も,新関も

"口*企邦批判''として受け取っていた｡従って,学生

に対する回答がまったく回訓こなっていなかった｡現地

における cllrrentCllltureに対する理解不足によって犯

している誤りは.それぞれ,具体的な原田のあるもので

あり,それを一つずつ改革するための具体的な行動を起

すことが誼要であって,ひとまとめにして "対日感情''

と称し,抽象化してしまい,対日感情改善策を云 す々る

やり方はあまりにも日本的なやり方である｡ただし,イ

ソドネッアはかなり日本文化と析似性があり,タイ文化

とは非常に興っている｡これをひとまとめにして,刃三両

アジアと呼ぶこと自体に問題があると思うo

耽々は.中学校以来,社会科で,外周の部を学んで来

たが,それによって得た知1.mは締めて抽象的であるか,

もしくは現地の人も知らないような古い歴史のことであ

ったりするかで,JR代のリ3d三㍍]･,柑こその円の首都以外

の地域の人々のdi抑 こついては,知らないか,誤解して

いるかのいずれかのようである｡また.~汀邦のような同

m化してしまった大仰TIJ'から,そのrilの文化的性を把垣

するのは容 易ではないよ うである｡ 村で食叫 をしなが

ら,クイの':芦比に ｢,(ソコクのタイ刑PTtよりもこの家の

料理の))-が口にあうよ｣ と口ったら. ｢,:ソコクのは

internatipnalTllnifod で,この次のがほんとうのThai

foαlですよ｣という笛えが返って来た｡

この調査に参加したことにより,文化に対する行動現

諭的分析へのけ机が,ぼんやりとではあるが見えて来た

ような気がしている｡

霊長類の形態学的研究及び試薬

江 原 昭 苦

出張】UlHHl:481rT･10月～49年2月

日 限 J&･:巧ドイIy.(キール大学)

西ドイツのキール大学理学部人塀学教室から,1973年

度の冬学期の Hauptvorlesung(中心講義)杏,客員教授

としてP.当してくれないかとの依桁があり,惣菜の末,

ひき受けることにした｡この大学には,かつてフソボル

ト田学生として,二年間研究に従事し,また客員調節と

して,後も望たちや研究拒串を行なったこともある.そん

なわけで,キールには,数人のよき肺や,多くの同僚 ･

後雄がいるo

その教室に穴変がおこったO主任1M･2カ'4LiL逝し.それ

以来伝統的な人研系統諭の諾..C掛こ.大きな穴があいてし

まったのである｡ドイツの*-tf:は,斑 ･冬の二,:7:抑制で,

たとえば冬':/LL:lmpこ,人柄系統諭の Ihuptvorlcsungがあ
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ると,次の夏学期には,その内容の主だったところ,つ

まり年代学 ･先史学･人析形態学 ･人碇起源諭･霊長玖

学 ･入所迫伝学その他が,Spezialvorlesungとして,各専

門の教授や訴師によって担当される.そして,この夏学

期には, 別の,たとえは応用入校学が Hauptvorlesung

になる｡そして,これが繰り返されるわけで, Spe2ia1-

vorlesungはその都度テーマが変っても,Hauptvorlesung

は,教室の中心講説として,内容はとも角,テーマは変

らない｡
Hauptvorlesungはまた,ゼミナ-ルを伴う.講義に関

係する文献を,一回に少くとも一冊の割合でこなしてゆ

くことになり,講義の補佐をする助手の学閥的負担は,

ここにきわまる感じがする｡逆にこのようにして,若い

研究者は学閥を身につけてゆく｡

週一皮行なわれるこの講義を中心として,標本準備,

図表やスライドの作私と,技官 ･古参研究員 ･助手が系

列的故能を果しており,もし教授が安易に休談でもする

と,この機能が板こそぎくずれてしまう.

あるとき,地質学会の例会で,人机進化に関する特別

訴抗を依航され,ちょうど言推丑の時間と歪なっていた｡

これも学問泊動だし,ただ一回くらいの休誠と考えて,

ひき受けたのが誤りだった｡助手がきて

｢訴追は'学生に対する大学の節一浪務です｣

という｡結局講衣と講演を,終りと始めの10分ずつをず

らせて,連続三時間喋る破日になってしまった｡
l
羊の冬学期は,まさに私にとって,いうにいえない苦

しさは別として,きわめて多くの出藍な経奴と,純粋な

大学時間を過すことのできた,長高の細問だったと.ril.っ

ている｡

以上のほか,すでに出張期間の終了したもの として

｢サルの前頭前野の細胞活動と行動に関する研究とサル

の随意運動の神経生理学的研究｣(二木宏明,46年8月

～48年7月,アメリカ国立精神術生研究所),49年度に

継続されるものとして ｢限球運動系に関する研究及びサ

ルにおける小脳大脳相関と述動のコソトT]-ルの研究｣

(松故謙一,47年4月～49年8月,アメ1)カニニ1-≡

ーク市立大学及びカナダ-ウエストソ･オソタ1)オ大

学)｢ア71)カにおける霊長現の生態学的研究｣1) (鈴木

晃,47年8月～49年6月,ケニア･タンザニア･ウガソ

〆･エチオピア･ザイ-ル) ｢血管系からみた霊長Wlの

進化適応に関する比較生理学的研究｣ (日片文夫,48年

5月～49年5凡 西ドイツ-三マールブルグ大学)が行な

まっれた.

I)特別部菜による.
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